
第６学年 道徳学習指導案 
 

日時 令和４ 年１０月１日（土） 

 多摩市立東寺方小学校６年２組 

授業者 橋本 禎之 

 

１．資料名 「ここを走れば」内容項目 （Ⅽ１２ 規則の尊重） 

 

２．ねらい  法やきまりを支えているのは人々のどんな考えかについて考えさせ、法やきまりの意義

を理解したうえで、進んで守ろうとする心情を育てる。 

 

３．展開 

 
学習活動 

主な発問○と予測される児童の反応・ 
指導上の留意点 

導

入 

１

０ 

分 

１．法やきまりについての課題意識をもつ。 

○きまりを破ってしまいそうなときって、どんなと

きだろう。 

・自分一人ぐらいよいだろうと思って。 

・だれも見ていないとき。 

・学習の見通しをもたせたうえで、めあ

てを提示する。 

展

開 

３

０ 
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２．「ここを走れば」を読んで話し合う。 

○父が路側帯を走らなかったとき、「ぼく」はどう思

ったでしょう。 

・少しでも早く駆けつけたいので、規則を破って路

側帯を走ったらどうか。 

・他の人たちもやっているので、こんなときだから

こそ路側帯を走って渋滞を抜けたい。 

○父の涙を見ながら、「ぼく」はどんなことを考えて

いたでしょう。 

・父は、自分たち以上に早く祖父の元へ着きたかった

と思うが、何を最優先すべきか考え、苦しい判断を

してここへ来た。 

 

・場面を想起しやすいよう、話の状況を

整理しながら進める。また、場面絵な

どを必要に応じて提示する。 

 

・父の涙に着目させ、今回の価値につい

て追究する。 

 ◎法やきまりは、人々のどのような考えによって支

えられているのだと思いますか。 

・法やきまりがなければ、他者に害が及んでしまう。 

・法やきまりがなければ、安全に、安心して生活す

ることができない。 

・みんなのための法律だから、みんなが守らなけれ

ば社会が乱れる 

・法やきまりが、個人や集団が安全にか

つ安心して生活できるようにするた

めにあることを、しっかり自覚させた

い。 

終

末 
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３．自分たちの生活を振り返る。 

○きまりを守ることに対して、自分自身はどのよう

にしていますか。 

・人がいなくても、法律やきまりは絶対に守るよう

にしている。 

・このくらいならいいと自分勝手に考えて、破って

しまったことがある。 

・自分自身について、できていること

や、できていないことを振り返ら

せ、自分自身との関わりで、価値を

捉えさせる。 

 


